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●特記事項 

今回の出張ではバルマのコミュニティセンター

に一時は 10 人以上が参集し、作業の加わって

くれたおかげで、大部分の土地所有が判明した。

土地所有区分上のゴンマ、バルマ、ドそれぞれ

の境目を把握することもできた。トングロス、

インダス川沿いのドの土地所有区分が明らかに

なったことから、残るはクラムリックの一部、

ドムカル本流沿いのドとなった。 

ラダーク・ドムカル村森林調査（2010 年初夏） 

 

2010 年 6 月 20 日～7 月 1 日 主要訪問国名など：ジャンムー・カシミール州 

写真１ 写真２ 

 

6 月 20 日 関西空港－バンコク－デリー 
6 月 21 日 デリー－レー 
6 月 22 日 レーにて高度順化 
6 月 23～28 日 ドムカル・ドにて滞在。農林地の所有状況を調査 
6 月 29 日 レーのディストリクト・ライブラリーにて資料収集 
6 月 30 日 レー－デリー－バンコク 
7 月 1 日 バンコク－関西空港 

バルマについても農地と植林地のポリゴン化を進められる状況が整いつつある。 

出張者（所属）：野瀬光弘（地球研） 

コミュニティセンターで地図を確認中 

 
ドでも地図を見ながら土地所有状況を調査 

 
バルマ上方の植林地 


